
2026 年 2月 28 日

鶴見大学図書館新収、天海版『金七十論』について

鶴見大学図書館蔵天海版『金七十論』の特徴。
①天海版一切経であること。
②天海版なのに、冊子体であること。
③長い伝来があること。
④内容が、『金七十論』という珍しい本であること。

①天海版であること。

　　

②天海版なのに、冊子体であること。

　天海版は通常は蛇腹折りに畳んだ料紙に表紙を付けた折本装（ 1 紙 24 行 行 17 字 毎半折 6行 ）
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井上宗雄等編
『日本古典籍書誌学辞典』
（岩波書店、1999 年）
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○鶴見大学図書館蔵新収本、天海版『金七十論』　（古活字版、袋綴装）

　　　

○鶴見大学図書館蔵、天海版『添品妙法蓮華経』　（古活字版、冊子体。請求記号：183.3/H/8）
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③長い伝来があること。
　天台宗の僧願海→滋賀県の明王院→宝玲文庫→鶴見大学図書館
【蔵書印】
「大行満願海蔵」 「延暦寺印」 「元慶寺印」

　 　

「上野養寿院蔵」 「奉納阿都山寺流芳万年大行満願海」　　　　　「宝玲文庫」

　　　　　　 　　　　　　　　

【願海の蔵書】
○『付喪神絵巻』 写本、2巻。　（「延暦寺印」・「上野養寿院」の蔵書印なし）

（京都大学貴重資料デジタルアーカイブ、ＵＲＬ：https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00013599?
page=2）
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○『中堂供養記』写本、１冊。（「延暦寺印」なし、「上野養寿院」、「元慶寺」印あり）

（四天王寺大学図書館恩頼堂文庫、国書データベース、DOI:https://doi.org/10.20730/300001395）

○『山王一実神道原』　写本、１冊。（「上野養寿院」印なし、「延暦寺印」「元慶寺印」あり）

　
（四天王寺大学図書館恩頼堂文庫、国書データベース、DOI:https://doi.org/10.20730/300001393）
○天保 11年頃刊『法華経考異』上下巻２冊

　　　　
（四天王寺大学図書館，恩頼堂文庫、国書データベース　DOI:https://doi.org/10.20730/100442472）
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○「宝玲文庫」
フランク・ホーレー
　明治 39年～昭和 36年。
　イギリス人。言語学者、教育者、ジャーナリスト。昭和 6年（1931）
来日。1940 年に反日活動家と嫌疑をかけられ本国に送還されたが、戦
後 46年にジャーナリストとして再来日した。一万数千冊の古典籍を幅
広く収集し「宝玲文庫」を形成した。現在その多くは散逸しているが、
ハワイ大学には琉球関係資料、天理大学には和紙資料がまとまって入っ
ている。反町茂雄（弘文荘）とも親しかった。

　　　　 　

○弘文荘のカタログ

　　　
（反町茂雄編『弘文荘待賈古書目』第 42号 430 ページ、弘文荘、1972 年）
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○弘文荘 反町茂雄

　　　
　　　　　　　　　　井上宗雄等編『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店、1999 年）

④内容が、『金七十論』という珍しい本であること。
『金七十論』‥大蔵経（一切経）に収載されているが仏典ではなく、古代インドの哲学書。今日まで

ほとんど顧みられたことはないが、日本の、近世にだけ注目され、研究が進んだ。当該書は日本に
おいて冊子体版本として最も早い例か。

○早稲田大学書蔵、天海版『金七十論』冊子体

　　　　
（請求記号：ロ 10 01421 早稲田大学古典籍データベース　URL：https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ro10/ro10_01421/）
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○国立国会図書館蔵、天海版『金七十論』冊子体（「無礙菴」の印あり）

　　　　
（国立国会図書館デジタルコレクション　永続的識別子：info:ndljp/pid/1288176）

○成簣堂文庫にも天海版『金七十論』冊子体の所蔵あり？

　　金七十論／三巻一冊／寛永十四年刊。天海版一切経の内。古活字版。内野皎亭旧蔵。

川瀬一馬編『お茶の水図書館蔵新修成簣堂文庫善本書目』（お茶の水図書館、1992 年）692 ページ
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